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沿岸部の地下水環境は、海水系・降水系の二種類の地下水によって形成される塩淡境界が存在し、さらに

海水準変動による時間変化も伴うことによって複雑な特性を持っている。そこで、本研究では、海水準変動
を考慮した密度流解析を実施することにより、上記の特性が核種移行経路に及ぼす影響について評価した。 
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1. 緒言  
沿岸部は、動水勾配が小さいことによって地下水流れが緩慢であることや、放射性廃棄物の輸送面でも好

ましい地域であることから、地層処分に適した環境であると考えられている。しかし、海水系・降水系の二
種類の地下水によって形成される塩淡境界や、塩分密度の差によって生じる密度流、さらにはこれらに海水
準変動による地下水流動の時間変化も伴うことにより核種の移行経路が複雑に変化するため、場合によって
は核種の移行が促進される可能性がある。そこで、本研究では、海水準変動を考慮した密度流解析を行うこ
とによって、地下水流動や塩淡境界の変化を把握すると共に、それらが核種移行経路に及ぼす影響を評価す
ることを目的とする。 
 
2. 解析方法  
本解析では、一種類の岩種（透水係数:1.0×10-7[m/s] 間隙

率:2[%]）からなる陸域・大陸棚・大陸傾斜で構成された単層の鉛
直二次元モデル[1]（図1）を作成した。陸域及び大陸棚の深度1000 
mにそれぞれ処分場が存在するケースを想定し、Dtransu-2D・ELを
利用して海水準変動を考慮した密度流解析を行った。海水準変動
の周期は、海退7万年、海進2万年とした。また、核種移行経路の評
価のため、処分場を発生源として1.4万年おきに粒子を移行させる
粒子追跡線解析も行った。粒子追跡線解析においては、海水準変
動の影響評価について、粒子が発生する各時間断面での塩淡境界
の位置からの評価と連続的な塩淡境界の移動を考慮した評価とで
は移行経路の変化に違いが生じると考えられる。このため、実際
の連続的な塩淡境界の時間変化が移行中の粒子に及ぼす影響を考
慮し、地表面に粒子発生時での固定境界を与えた固定モデルに加
え、海水位変化に応じた時間変動境界を与えることで連続的な塩
淡境界の移動を再現した移動モデルの二つの解析を行った。さら
に、固定モデルを基準とした移動モデルとの結果の相対比をもっ
て、双方の評価の保守性について検討した。 
 
3. 結果・考察  
図 3 に 1.4 万年おきに粒子を発生させたそれぞれの時間での固

定モデルと移動モデルで得られた移行時間・距離の相対比を示し
た。陸域の処分場では、両モデル共に粒子が図 1 で示すような地
表へ斜め向きに移行する同じ経路を辿ったため、相対比が 1.0 倍
と差がほぼ無かった。対して、大陸棚に処分場を想定したケース
では、発生点が塩水域中である時（約 2.8万年時まで）は図 2に示
すように、移動モデルにおいて海水準変動の海退により塩淡境界
が処分場に接近するため、発生した粒子が塩淡境界に沿って移行
し、固定モデルよりも移行時間・移行距離が短かくなった（図 3参
照）。しかし、4.2 万年以降の発生点が淡水域になる陸化後では、
5.6 万年で陸化前とは差は小さいものの相対比が 1.1 倍と、固定モ
デルが保守的になるような変化が見られた。以上から、本モデル
の条件においは、海底下の大陸棚での海退時では、移動モデルに
対して固定モデルが非保守的となるような変化が見られたが、大
陸棚の陸化後は上記の時とは比べて差は小さいものの両者の保守
性が逆転するような変化になることを把握した。今後は、これら
の違いが核種移行解析に与える影響を評価していく予定である。  
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図 1, 沿岸部モデルと陸域の処分場からの経路 

図 3,  大陸棚及び陸域の処分場を対象とした核種
の移行距離・時間（固定・移動モデルの相対比） 
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図 2,  1.4 万年に発生した粒子の核種移行経路 
の比較（上：固定モデル 下：移動モデル） 
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